
会長：蔭山好信　/　幹事：稲垣功一 ： 例会日：木曜日

クラブ会報委員会 ： 午後 12:30開会

　　　　　委員長：境野 登章 ： 会.....場：ヴェルビィアイトピア

　　　　　 副委員長：大谷浩一/ 古沢勇治

第２１７9回 第 十 四 回　例会 （2010年10月14日）

☆ 小池パスト会長を偲んで黙祷

☆ 点鐘

☆ ロータリーソング斉唱　第2週　奉仕の理想

☆ 四つのテスト唱和

☆ 会長報告　 .....蔭山好信会長

☆ 幹事報告... ....稲垣功一幹事

☆ 委員会報告

☆ 本日の卓話　　　諸貫健一会員・小山博会員

☆ 出席・スマイル報告

☆ 点鐘

★ 会長報告　　　　　　　　蔭山好信会長

小池パストガバナーがこの席で倒れられ、帰らぬ人となってしまった日から、悲しみの１週間が経過致しました。

まさにロータリーに生き、ロータリーと共に人生を歩まれてきた小池さんにとって、ある意味では相応しい最後の場所で

あったかもしれません。しかし我々後輩にとっては、ロータリーの何たるかを導いてくれる大先輩を失い、その悲しみや

失望は未だ癒えることはありませんし、小池さんが倒れられる前の元気なお姿が、今も私の脳裏をかすめており、

小池さんが亡くなった事すら、未だに信じ難いところでもあります。

本日の例会は、予定を変更して小池さんを偲ぶ追悼例会とし、会員の皆様に小池さんの足跡を思い起こして頂くと共に、

在りし日の小池さんの思い出を、小池さんと親交の深かった諸貫会員と小山会員に語って頂こうと思いますので、

宜しくお願い致します。

★ 幹事報告　　　　　　　　　　　稲垣功一幹事　　

皆さんこんにちは。10月7日に小池英輔パストガバナ－が亡くなりました。

心よりご冥福を祈りたいと思います。小池俊輔様より、「このたびは大変お世話に

なりました。おかげさまで、密葬と初七日の法要も無事終わりました。

父も皆様に見守られ本望だと思います。皆様に宜しくお伝え下さい」との事です。

葬儀等は御案内の通りですが、会員の皆様にお手伝い等お願い致す事もあるか

と思いますが、宜しくお願い致します。

本日午前11時より理事会が開かれ、前回議事録の11月例会プログラム・四クラブ

例会企画案・プロバスクラブ特別委員会メンバ－案・県北書道展賞状・賞品報奨

について・のぼうの城製作事業支援協賛金について・第36回行田市菊花展に対

する賞・そして賛助金の交付についてですが、以上全て可決承認されました。

本日より、四クラブ合同例会会費の一人あたり20,000円と、のぼうの城製作事業支援協賛金の受付を開始致します。

事務局、または担当委員長までお願い致します。結婚・誕生祝いですが、次回例会日の21日に変更をお願い致します。

10月7日、四クラブ合同例会の会場であります帝国ホテルに、会長・姉妹クラブメンバー他10名で下見、打ち合わせに

行って来ました。多数の例会参加申し込みを、ありがとうございました。

10月8日、会長ノミニ－指名委員会が開かれました。続きまして11月9日の午後６時30分よりアイトピアに於いて

行田三クラブ合同例会が、行田さくらロータリークラブのホストにより行われます。多数のご出席を、宜しくお願い致します。



★委員会報告

指名委員会　冨田久雄委員長 諸貫健一会員

次々年度の会長に関して、何方からも立候補はありません

でした。よって、こちらから指名をさせて頂きますので、

指名をされた方はひとつ返事で快く会長を受けて頂きたい

と思います。どうぞ、宜しくお願い致します。

先日は、私の母の葬儀に多数の方に参列して頂き、

ありがとうございました。

小山博会員

小池英輔パスト会長の告別式は、11月5日にガーデンパレ

スにて行われます。告別式の後、16時～17時にお別れの

食事会を行います。小池さんのご家族の方より、行田ロータ

リークラブの会員の皆様には是非全員参加してほしいと、

伝言を預かって参りました。皆様、ご参加の程どうぞ宜しくお

願い致します。なお、お通夜は10日の夜、そして告別式は

11日に親族のみで行われました。無事に密葬が行われまし

たとの事です。

姉妹クラブ委員会　山本憲作委員長

4クラブ合同例会は、120名の参加の申し込みを受けており

ます。先週の木曜日に帝国ホテルに下見に行って参りまし

た。その時に、小池英輔氏の訃報の知らせが入りました。残

念です。本日、帝国ホテルでの合同例会の会費を、持田会

員がお預かりしております。20,000円です。どうぞ宜しくお

願い致します。

★ 本日の卓話 

※　諸貫健一会員　　　　　　　小池パストガバナーを偲ぶ。

2010年10月7日、私は4日に急性心筋梗塞で亡くなった母の告別式に喪主として

行田市斎場に居ました。思えば前日のお通夜の席には多くの行田RCのメンバーと

共に最前列に小池さんの姿がありました。いつもの様にがっしりとした身体を身じろ

ぎもせずに真っ直ぐ祭壇を見、手には数珠を持たれて。

～～～分区代理の小池さん～～～

私が小池さんに頻繁に声を掛けられる様になったのは、小池さんが分区代理を

勤められた1997-1998R年度、ちょうど私が行田RCの会長職に有った年です。

それまでは武笠会長年度の終盤6月に起きた例会場の移転に関して、クラブ幹事であった私は、埼玉銀行から小池さん

の推奨するアドバンテスト迎賓館に反対する立場だったから小池さんとは口も利かない間柄でした。

～次のページへ続く～



～前のページより続き～

しかしアドバンテストで開催した例会は会場、景色、食事ともに会員を十分満足させる場所でした。駐車場が少ないのが

玉に瑕でしたが。私は小池さんに今までの非礼をお詫びして、改めて小池さんの求める美意識に感嘆しました。

やがて分区代理になった小池さんは会長・幹事会の会場や段取り、司会等を全て私に相談し、私の提案にあえて反対は

しませんし、会長・幹事会の司会・進行は全て私に任せて居ました。やっと決まった例会場も10年と続かず二度、三度と

変更し現在のアイトピアになりましたが、その後、小池さんが私に声をかけ、低く囁いた言葉を今でも忘れません。

「諸貫さん、貴方が、アドバンテストは一度、会社の経営状態が悪くなり社員を大幅に削減した事がある。半導体関連の

会社は他の職種と比べると浮き沈みが大きい。もしアドバンテストの業績が悪化したら、一番最初に手放すのは、迎賓館

ですよ。」と、貴方が昔私に話した事は本当だったんだね。と、小池さんは非常に信念の強い人で、それは事業にもロータ

リーにもはっきりと現れていました。中には小池さんの成功を羨んで「小池の遣る事を真似すればおこぼれに預かれるよ。」

と言う人迄いたのを私は耳にしていましたので、この小池さんの自らを反省する謙虚さに益々尊敬の念が高まり、この人こ

そ行田RCのNO.１であり地区の諮問委員会でも中心になる人だと実感いたしました。

～～～ガバナーとしての小池さん～～～

1999年R年度にガバナーとなられた小池さんは、行田クラブ初めてのガバナーに行田RCは喜びと期待と緊張で始まりま

した。私は年度が始まる3月前に突然、「ロータリーの友」地区委員にノミネートされました。事前に内定していた吹上

ロータリークラブの岩崎さんが持病の心臓を理由に降りられてしまい、大谷さんの推挙で、私にお鉢が回って来たと後で

聞きました。私は「友委員」成る者に全く無知で、7月に東京プリンスホテルで開催された第一回会議で司会者に

「司会の遣り方が下手だから最後のテーブルの６名は発言時間が2分に規制されたではないか。」と噛み付きました。

会議が終わり午前のガバナー会議に参加された小池ガバナーと共に懇親会に出席し、近隣地区のガバナーに私を紹介

しながら、それとなく当日の会議の司会者の前に連れて行き、「この方は東京クラブのパスト会長でパストガバナーであ

る」と言われ、私は顔から火の出る思いで、先程の事を平謝り致しました。敵もさるもの、ペコペコ頭を下げる私をさえぎり

「ご忠告、痛み入ります。」とのたもうた。次の例会から35地区の友委員を東と西の2ブロックに分けて開くように成りました。

つまり私の意見を取り入れ、「友委員」に十分の発言時間を取るようにシステムを改めました。凡人は文句を言うだけ、良き

リーダーは凡人のクレームの中にヒントを見出し実行する。さて、小池ガバナーの船出の行く手に嵐が待って居ました。

それは荒井忠男会長の途中退会でした。直前会長の小川さんが引き受けてくれましたが、地区大会直前、パンフレットも

刷り上った頃、会長から辞任の申し出がありこの意思が固く、困った渡辺地区大会実行委員長と小山地区幹事は

「うなぎの魚豊」、今年度の行田さくらRCの会長宅に私を呼び出し地区大会を前にして、「私に会長をやれ」と言うでは

有りませんか。むろん私は断りました。そして大会のパンフレットを手に「小川さんの顔写真と挨拶が既にプリントされてい

る、そこに違う顔と名前の私が現れたら、会場に集まった2570地区の皆さんはどう思うか？行田クラブの輝かしい名声は

地に落ちる。」この一言で覆水は盆に返りました。ああ、良かった。この様に、渡辺・小山コンビは1年と半年、苦労が絶え

ませんでした。しかし、小池ガバナーは一言も口を挟まず二人に全く任せて居ました。これは後に渡辺さんから聞いたお

話です。唯、小山さんから記念ゴルフ大会の会場をご自分が正会員のゴルフ場を希望されたと聞きました。彼はもっと早く

言ってくれれば良かったのにと、ぼやいていました。そのゴルフ大会でも事件が起きて、私が担当者として係わるとは全く

予想しなかったわけではなかったですが、驚きでした。以上、思いつくままに故人の思い出話をさせて頂きました。

本来ならばこの席で故人を追悼するべき渡辺栄一さんは行田RCを去り、巨星、小池英輔パストガバナーも霊界に去りまし

た。同じ埼玉にある2770地区は、RI会長ノミニーを生み出しました。これからの行田RCは、この悲しみを乗り越えて新しい

会員を増やす努力を重ね、57名から再び73名に戻るべく、たゆまぬ成長を続け再びガバナーを2570地区に送り出す強

力なロータリークラブに成長する事が、故人への餞であると私は思います。

※　小山博会員　　　　　　　小池英輔氏との出会い

命とは儚いものだなぁ。だから、今日１日精一杯生きるんだと聞いた事があると思います。小池さんは、普段から俺は健康

だ俺は健康だと言っておられました。私は、行田ロータリークラブが今日あるのは、小池ガバナーのお陰だと思っておりま

す。他クラブの方が言っておりました。あれだけの地区大会が出来るのは行田さんくらいですよと。小池さんの功績です。

～～～以下、下記の事に関して故 小池英輔氏のお話をされました～～

①小池氏連P会長　悪書追放運動　校長会の召集　悪書を見せる。

②代篁先生から自民党支部再建の依頼　小池氏と相談　6名～400名に。

③渡辺栄一会員に、内々でガバナー打診　老母手が離せず。

④1999年　第34代会長　荒井忠男君　歴代会長会議召集

⑤2001年、小池氏ガバナーとなる。地区幹事・大会実行委員長

～次のページへ続く～
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⑥小池ガバナーの基本方針　シンプルisベスト

　　前年、本庄・高橋年度、約150名を約120名に激減。小池年度の地区会員は2,400名

現在の地区ロータリアンは、約1,900名　地区役員は、約180名

地区大会　渡辺実行委員長　指揮　　　　　　　　ガバナー事務所　地区幹事

ロータリークラブの活性化　会員増80名近くになる

★ 出席・スマイル報告

★ 出席状況報告...............................................　　　　　　渡辺久紀委員

T ・ 正 会 員 数 56名

A ・ 85年規定承認者 12名

A ・ 理事会欠席承認者 0名

P ・ 本 日 の 出 席 者 33名

B ・ 各承認者の例会出席者 5名

MU ・ 本日のメーキャップ者 5名

本 日 の 出 席 率 77.6％

★ にこにこ報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　渡辺久紀委員

● 蔭山会長 小池さんを偲んで。

● 稲垣幹事 小池さんを偲んで。

● 冨田会員 本日お世話になります。

● 諸貫会員
過日の母の葬儀に際しまして会長、幹事様や、多くのメンバーが会葬においでくださりまた、
受付のメンバーにも喪主として心からお礼申し上げます。

● 山本会員 ２人目の孫が生まれました、孫はかわいいですね。

● 持田会員
第１０回行田市美術家協会写真部展がアートギャラリーにて開催中です。
ご来場お待ちしています。

● 横田会員 申し訳ない、早退します。

● 小島会員 申し訳ない、早退します。

● 福島会員 申し訳ない、早退します。

● 小山会員 小池英輔様長い間有難うございました。

● 以下同文

諸貫会員、小菅会員、内山会員、小林会員、湯本会員、大谷会員、柿沼会員、斉藤会員

大野会員、古沢会員、中島会員、清水治雄会員、渡辺会員、鴨田会員、境野会員

小池会員、武井会員、鈴木克枝会員、武田会員、坂本会員、阿部会員、小沢会員

石渡会員、諸貫会員、小川会員

● 本日のニコニコ　51,000円 頂きました。ありがとうございました。（順不同にて報告しました。）

★ 点鐘
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